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日本伝統音楽鑑賞時の子どもの聴取態度に関する調査

仙北瑞帆

A Study of Students' Listening Attitude Towards Japanese Traditional Music 

Appreciation 

孔1izuhoSenpoku 

The purpose of this study is to investigate students' listening attitude towards Japanese traditional music 

appreciation. The participants in this study were 129 elementary school students with a rang巴fromfourth grade 

to sixth grade. The participants were asked to listen to koto music composed by Michio Miyagi, ＇‘Rokudan no 

Shirabe", and complete an open-ended questionnaire for music appreciation. Grounded Theory Approach (GTA) 

was used to analyze the data from an open-ended questionnaire for music appreciation, and the data was 

categorized every grade. This result suggests that most of the participants listened to Japanese traditional music 

focusing on just Japanese traditional music itself; in addition, six graders, are in the process of learning about 

koto, showed a considerable interest in techniques and tones ofkoto. This research finally discussed the necessity 

of teaching cultural value through Japanese traditional music appreciation. (p.111-117) 

1 問題の所在と研究の目的

平成 10年および20年の学習指導要領改訂に伴

い，日本の伝統音楽の指導の充実が叫ばれるなか，

伝統音楽をどのように扱い，また学習指導するか

は緊要な課題となっている。しかしながら，秋田

(2016）が「教師自身が知らない（日本の伝統的

な）音楽への一歩が踏み出せない，自身が知らな

いのに子どもたちに伝えるのは難しい，間違った

ことを教えたらどうしょうかと心配になるj 1）と

指摘しているように，戦後，西洋音楽に傾倒して

いた音楽科教育のなかで、学び、育った教師にとって，

西洋音楽とは異なる価値観をもっ日本の伝統音楽

を指導することへの戸惑いは大きい。秋田はさら

に，アウトリーチ活動による鑑賞会や，体験授業

に終わっている日本伝統音楽の取り組みについて

批判し， 「日本伝統音楽の美しさ，複雑さ，暖昧

さを子どもたちに提示すること，そして正しい伝

統音楽は本物の芸術を鑑賞することにより提示す

ること」 2）が音楽教育者の使命であると述べる。つ

まり，教師には，自らの手で日本伝統音楽を指導

し，且つ日本伝統音楽が内包する音楽観も伝えて

いく役目が課せられている。

教師の日本伝統音楽の指導において，その指標

となるのは，当然のことながら学習指導要領であ

る。現行の学習指導要領 3）においては，中学年か

ら我が国の音楽の扱いが取り入れられ，表現及び

鑑賞の領域において，和楽器の音楽を含めた我が

国の音楽及び郷土の音楽の指導が求められている。

そのうえで，これらの伝統音楽においても， 「伝

統音楽における様々なリズムや間」あるいは速度

に関する「序破急」など，西洋音楽と同様に「共

通事項」の観点から指導することを提案している。

共通事項とは， 「音色， リズム，速度など音楽
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を特徴付けている要素や，反復， 聞いと答えなど

の音楽の仕組みを聴き取り，それらの働きが生み

出すよさや面白さ，美しさなどを感じ取ること，

『音符，休符，記号や音楽にかかわる用語』を音

楽活動を通して理解すること」のである。これらは，

音楽とは即興演奏を含む制作された作品と同義で

あり，作品はリズムや旋律などの要素から構成さ

れ，その本質的な意味は音楽の内部に存在すると

いう，西洋の作品中心主義的音楽観に合致してい

る5)c 

このように捉えると，上述した「日本伝統音楽

が内包する音楽観を伝えていく」という視点に

立ったとき，共通事項の観点からの指導は，闇離

が生じることが考えられるのである。伊野（2015)

も「旋律やリズムといった要素から伝統音楽を捉

えようとするとおそらく多くの日本人（教師）も

（中略）固定化されたバイアスが発生し，認識の

過ちをおかす危険性がある」 6）と指摘する。ややも

すると，こうした認識的ノtイアスを教師によって

子どもたちに与えていることが考えられるのであ

る。

そこで本研究では，子どもたちが日本伝統音楽

と対峠した際に，実際に音楽中の何を聴き取り，

どのようなことに関心を向けて聴取するのかを明

らかにすることを目的に調査を行った。子どもの

なかに日本伝統音楽に対する認識的ノくイアスは生

じているのだろうか。それとも，西洋音楽とは全

く異なる聴取態度が存在するのだろうか。また，

小学校の授業における日本伝統音楽の学習は，こ

れらの聴取態度に影響を与えているのであろうか。

以上3点に着目して考察することが，本研究の課

題である。

2 研究方法

(1）分析対象

経験は，表1の通りである。学校外において寧の

学習経験がある子どもは 1名のみであり，学習経

験のある子どもの多くが学校の授業において寧の

学習をしていた。

表1 分析対象の隼の学習経験

学年 学校内での経験 学校外での経験

6年生 4年生から 6年生 学校外でさ葬を習って

まで，等の学習経験が いる者は 1名いる。

あり，中学生との合同

授業・演奏の経験があ

る。

5年生 4年生のときに，筆 学校外での学習経験

出（さくら〉を学習し がある者はいない。

た経験がある。本年度

は，竿の学習は行って

いない。

4年生 4年生のときに，爪 学校外での学習経験

をはめ，竿の絃を鳴ら がある者はいない。

した経験はあるが，曲

の演奏経験はない。

(2）分析方法

本研究では， 日本伝統音楽鑑賞時の聴取態度を

構造化するため，子どもの鑑賞丈をグラウンデッ

ド・セオリー・アプローチ（Grounded Theory 

Approach ：以下GTA) s）の手続きにより分析した。

まず， 1名ごとに鑑賞文を意味内容で切片化し，

切片ごとにプロパティとディメンションを抽出し，

それらをもとにラベリング、を行った。そのラベリ

ングpを似た内容のもので集約したグループからカ

テゴリーを作成し，カテゴリー聞の関連図を作成

した。

3 結果

本研究は，広島県内の小学校の6年生（n=70), 小学生6年生， 5年生， 4年生の鑑賞文をGT 

5年生（nニ 27)' 4年生（n=32）を対象に，宮 Aにより分析を行い，以下の結果が得られた。

城道雄作曲筆曲（6段の調べ）を聴取した際の鑑

賞文 7）を分析した。対象の学校内外での宰の学習 (1) 6年生の聴取態度
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6年生は， 3つの聴取態度に分けられた。作成

した関連図を，凶 1に示す。

て知覚した技法の記述］として， 「合わせ爪がき

れい」 「スクイ爪があった」 「トレモロや流し爪

｛知覚した音楽的要素のみの記述｝

単一の要素の記述

【演奏経験と関連づけた記述】

｜ 〈音色の知覚〉 I I 〈音高川幡 ｜ 

｜ （音価の知質〉 I I （リスムの糊〉 ｜ 

要素の変化の記述

｜ 〈音高的義の知覚〉

｛：寅奏経験に関連付けて知覚した

音楽的婆棄の記述］

〈漬奏経験との比鮫Lこよる
ひびきの理由の捲察〉

｜ 程度の批〉 I 

I （強鰐<r:tu
｜ ／音の町》き（最舗）の知船 I I 〈すれの知貨〉 ｜ 

f 榊（青白リヌム）め構造）

｜ 〈紬（変奏）の構造〉 ’ 
｛演奏縫験Lこ関連付けて知覚し止

技法め記述｝

｜ （妓11'の知覚〉 ｜ 

【知覚した音楽的要素と関連付けて感受した曲想やよさの記述】

〈榊の動きが生み出す酬明受〉 l 
｜ 〈速度の枇か生み出す曲想の感受〉 ｜ 

〈被意のLこごりのひびきの知貨が生み出すよ＜＇の感受〉

｛昔前ひびきか生み出す曲想の感受〉

【知覚・感受した音楽的要素から想起される情景描写の記述｝

〈曲岬車から惣飽きれる情景〉 l 

（情景描写lこよる昔のメタファー〉

（楽器か品想記＜＇ hる情景〉

図1 6年生の聴取態度の構造

1つめの態度として，音色，音の高さ，音の長

さ， リズム，強弱，音の重なり，音のひびき，速

度などの［知覚した音楽的要素のみの記述】であ

る。 「高い音と低い音が交互に入ってきていいリ

ズム」や「2つ以上の音が少しずつずれて流れて

し、る」など吾の様子を描写したものなど（音高の

差の知覚）や（ずれの知覚）がみられた。特に，

筆の音のひびきについて， 「1つ 1つの音の後を

聴いてみると少し音が残っているなと感じた」や

「ひし、た後のひび、きが長くできれし、」などの記述

から，（吾のひびき（余韻）の知覚）がみられた。

また【知覚した音楽的要素のみの記述］に関連

して， ［演奏経験に関連付けて知覚した音楽的要

素の記述］と［演奏経験に関連付けて知覚した技

法の記述］がみられた。例えば，上記であげた（音

のひびき（余韻）の知覚〉に関連して， 「自分た

ちがひいているのとまったくひびきがちがう。部

屋の関係があるのか，それともひびき方，宰の種

類に関係があるのか」としづ記述がみられ， （演

奏経験との比較によるひびきの理由の推察〉をす

る姿が捉えられた。また， ［演奏経験に関連付け

の音が聞こえたj など自身の演奏経験がある技法

を知覚する記述がみられた。

2つめの聴取態度として，音楽的要素の知覚の

みではなく， ［知覚した音楽的要素と関連付けて

感受した曲想やよさの記述］がみられた。例えば，

「ゆっくりなリズムが多くて，曲全体が悲しい感

じがあった」や「最初の方は悲しい。なぜなら音

が少なくて低し、から」など， （速度〉や（旋律の

動き・音高が生み出す曲想、の感受）があげられる。

また上述の〈音のひびき（余韻）の知覚）に関し

て， 「1音1音のあとに音が残っていてそのひび

きがあるまま曲がすすんでいっていたので，音が

切れていないのがなめらかだなと感じた」という

記述がみられ，ひびきが生み出す曲想の感受への

発展がみられた。 「わざとにごらせていてひびき

がきれしリの記述からは， （故意のにごりのひび

きの知覚が生み出すよさの感受）をしている姿を

捉えられた。

3つめは， 【知覚・感受した音楽的要素から想

起される情景描写の記述］である。例えば， 「ひ

びくところ，しずくが高いところから落ちる感じ」
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［知覚した音楽的要蕪のみの記述｝

単一の聾義的記述

怖の知覚〉 ！！〈輔の知覚〉

〈輔の知覚〉 I I 〈リズムの欄〉
〈強弱の知覚〉 I I 蜘重なりの知覚〉
〈音のひびき（糸線）の知覚〉

｛惑畳した曲想のみの記述｝

〈楽幽から想起される気分の感受〉

〈楽曲から想飽きれる雰囲気の感受〉

〈楽曲から印象の感受〉

要議の費化の記述

〈音衡の獲の知覚〉

〈綬律（音高・リズム）の構造〉

｛楽曲（変奏）の構造量〉

［情最描写のみの記述］

〈臨の印象から想起きれる情景｝

〈楽器から想起される情景〉

図2 5年生の聴取態度の構造

などの記述は，音のひびきを捉えた際にそれを表

す言葉として〈情景描写による音のメタファー〉

が行われていた。また， 「私は暗いところを歩い

ているような感じがしました。理由は音そのもの

が低い音が多し、からです。また似たようなメロ

ディが続くので、ずっと同じことをしている気がし

たので，歩いているようなというように捉えまし

たJなど音楽的要素の知覚から情景を描写する記

述がみられた。

(2) 5年生の聴取態度

5年生は， 3つの聴取態度に分けられた。作成

した関連図を，図2~こ示す。

1つめの態度として， 6年生と同様に，音色，

音の高さ，音の長さ，リズム，強弱，音の重なり，

音のひびき，速度などの［知覚した音楽的要素の

みの記述】である。 「音がひびいている聞にもう

一度音を出している」 「リズムが決まっているJ

「同時にひいているところがある」など〈音のひ

びき（余韻）の知覚〉や（リズムの同型反復の知

覚） （音の重なりの知覚〉などがみられた。

2つめの態度として， ［感受した曲想のみの記
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述】がみられた。知覚した要素や根拠などは示さ

れていないものの，「なだらか」「悲しい雰囲気」

「和の感じ」 「昔の感じj など楽曲から想起され

る気分や雰囲気，曲想、の描写がみられた。

3つめの態度として， ［情景描写のみの記述］

があげられる。 「場所を想像するなら，昔の日本

の城で金扉風や殿様が座るような小さな分厚い畳

があって，その前で殿が踊っている様子」などの

楽曲から想起される情景描写がみられた。

(3) 4年生の聴取態度

4年生は， 4つの聴取態度に分けられた。作成

した関連図を，図3に示す。

1つめの態度として，前述の2つの学年と同様

に，音色，音の高さ，音の長さ，リズム，強弱，

音の重なり，音のひびき，速度などの［知覚した

音楽的要素のみの記述］がみられた。 「音がよく

ひびいているj「2つの音を同時にならしている」

など（音のひびきの知覚）ゃく音の重なりの知覚）

がみられた。

また， 「ピアノとは違ってふしぎな音がする。

（ピアノと）違って音がひびく感じで，ピアノと
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｛知覚した音楽的獲薬のみの記述】

〈西洋楽器との比鮫ιょ。
琴引音色の知覚〉

単一の婆素の記述

I （輔の知覚〉

｜ 〈音価州覚 II 〈リスム江知覚〉 I 

｜ 〈制和糊 I f ｛昔前重なり岳町質）
〈音のひひき（全部）的知貫〉

四一一 主主素の君主化の記述 一ーー

I i昔高め華の知覚｝
I 、連底的変イり ！ 
I 榊｛音高 リズム7叫書道、 I 
I 楽曲（時！の鵬〉 ｜ 

【知覚した音楽的要素と関連付けて感受した街懇の記述】 ［感受した曲想のみの記述］ 日高設やイメージの描写のみの忽述】

〈音色と遺産仁よる曲想の変化と感受〉
｜ （紬から想起される附哨受｝ ！〈細川開制袖のイメ目的

I 〈華街から想起される僻〉〈楽曲から想起ときれる雰囲罰的感受〉

（串幽から印輩出感受〉
〈音色かち想起されるf南署〉

図3 4年生の聴取態度の構造

似てるのは，きれいな音がでていると感じました」

「ひびきがすごい。ヴァイオリンのピッチカート

みたいだ、った」といったピアノやヴ、アイオリンな

どの（両洋楽器との比較による筆の音色の知覚）

がみられた。

2つめの態度として， 【感受した曲想のみの記

述］がみられた。 5年生と同様に知覚した要素や

恨拠などは示されていないものの， 「始めはこわ

いけど終わりはやさしい感じj 「とてもなめらか

な感じJなどの楽曲の印象や曲想が記述されてい

た。

3つめの態度として，記述数は2つであり少な

いものの［知覚した音楽的要素と関連付けて感受

した曲想の記述］がみられた。 「初めはやわらか

くてやさしい感じだ、ったけど，後の方は急いでる

みたいで，騒いでるみたいだ、ったJなどの記述か

ら， （音色と速度による曲想の変化と感受）がみ

られた。

4つめの態度として， ［情景やイメージの描写

のみの記述］があげられる。 「夜の小道を一人で

歩いているようなこわい曲jや「和風で昔のよう

だ、ったJなど楽曲を聴いて，想起された情景やイ

メージの記述がみられた。

4 考察
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以I二の分析から，子どもたちの記述ではすべて

の学年で音楽的要素の知覚に関する記述がみられ

た。特に， 5年生， 4年生と学年が下がるにつれ，

楽曲中から［知覚した音楽的要素のみの記述】が

目立った。このことから，子どもたちの多くは，

音楽を実体として捉える，作品中心主義的な態度

で聴取していることがし、える。つまり Elliott

(1995) g）が批判するような，音楽を作品の集積で

あると捉え，作品中の音楽的要素や構造的特性に

のみ注意を向けて由を理解する美的聴取の態度で

あることがし、える。

また， 6年生においては， ［音楽的要素の知覚

による由想、の感受］がみられた。しかしながら，

音楽の要素や仕組みと感受の内容を結びつける聴

き方は，やはり感受される感情や情景イメージな

どが，作品のなかに内在する構造によって喚起さ

れるとし寸前提に立脚しているとしづ意味で，作

品中心主義であることに変わりはない。欠落して

いるのは，宰を演奏している録音時の「今ここ」

において，演奏のひびきとともに流れていく演奏

者の意識がどのような状態であるかということへ

の想像力である。

伊野（2015）は，谷（2007）のイラン音楽の価

値観に関する考察 10）をもとに「その音楽に対峠す

る「音楽家の精神や記憶のあり方そのもの』をそ

の音楽を理解しようとしている者の心性と対比さ
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せつつ特性を記述していく方法」を日本音楽にも

適用することを示唆している II）。これは，普遍的

に存在する音楽作品の美的価値を前提とするので

はなく，演奏家としてあるいは聴き手として音楽

と対峠している者の心の有り様を音楽理解の対象

としようとするものである。すなわち，日本伝統

音楽を解釈するうえで，演奏体験を通すことによ

り初めて可能になる他の演奏者の心の有り様，つ

まりその人が音楽とどのように向き合い，何を大

切にしようとしているのかということへの共感が

音楽を聴くことを深めることがいえるのである。

竿の演奏経験の比較から考えると，継続的な学

習が行われている 6年生では圧倒的に楽曲中にお

ける竿の技法や音色への関心の高さが顕著で、あっ

た。未だ不十分ではあるものの，これらの記述を

演奏者の価値観や心の有り様への志向性の萌芽と

みることもできょう。音だけでなく，演奏者の所

作や一つひとつの奏法のなかにあらわれる日本音

楽独自の美意識に子どもたちの感受を向けさせて

いくためには，上述したように演奏を体験し，そ

の表現活動において日本伝統音楽が内包し，大切

にしている価値観を伝えることを含めた指導が重

要となるであろう。矢向（2005）は「芸術の価値

とは，あくまで文化や社会に依拠するものであり，

それ自体では無根拠である」 12）と指摘する。また，

Elliott (2015）は彼が提唱する「ダイナミックな

多文化主義（ the dynamic multicultural 

curriculum）」について次のように述べている。

実践型カリキュラム（practicums）は，数多

くの実践のなかで音楽活動に影響を与える信念

や芸術的，社会的，文化的，ジェンダー化され

た，埋め込まれた，そして超越した力の構造に

関するより深い理解を通した，参加者の音楽活

動のための意思決定によって支えられる活力を

特徴とする 13）。

る。

日本伝統音楽の指導においても， 日本伝統音楽

の文脈に寄り添い，日本伝統音楽が大切にしてき

た学習法，また立ち居振る舞い（所作），礼儀作

法などすべてを含めて伝えていく指導が重要とな

るであろう。

5 今後の課題

本研究では，子どもの日本音楽聴取時の聴取態

度について分析を行い，作品中心的な聴取態度で

あることを明らかにした。このことは，今後の日

本伝統音楽の学習指導において，文化中心的指導

のあり方について，大きな示唆を与えるものであ

るといえる。

本研究では，子どもに対して楽曲聴取時に感じ

たこと・考えたことを自由に記述させたが，その

記述のみでは，子どもの聴取を捉えきれていない

ことは十分に考えられる。今後は，自由記述後に，

量的な分析やインタビュー等を実施することで，

さらに検証を進めていきたい。また，具体的な文

化中心的指導の学習指導の方法についても，今後

の検討課題としたい。
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